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西村証券 企業調査情報                2025/10/31 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

魁力屋（コード 5891） 
◆各決算期の中間期業績推移(単体)  

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

23.12 5,028 372 － － － － － － 

24.12 5,866 417 45.2 0.0 505 ▲294 ▲188 3,607 

25.12 6,652 392 44.3 0.0 222 ▲361 176 3,507 

◆通期業績推移(単体) （25.12 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

22.12 8,815 380 73.2 0.0 1,048 ▲463 ▲80 2,081 

23.12 10,583 679 89.0 15.0 622 ▲359 1,241 3,585 

24.12 12,272 860 96.6 18.0 943 ▲739 ▲319 3,469 

25.12予 14,000 1,000 109.7 23.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

既存店が堅調、新規出店寄与も加わり今期営業利益 10 億円乗せへ 
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25 年 12 月期の中間期（25 年 1～6 月）は、

前年同期に比べて既存店売上が 5％近く増加し

たことに加え、積極的な新規出店などにより、

売上高は約 13％増となった。一方、米をはじめ

食材価格の高騰による原価率の悪化や、人件費

の増加に伴う販管費の拡大などにより、営業利

益は 6％減少した。 

当中間期の業績は、売上高 66 億 5,200 万円

（前年同期比 13％増）、営業利益 3 億 9,200 万

円（同 6％減）、経常利益 4 億 1,400 万円（同

4％減）、中間純利益 2 億 5,000 万円（同 1％増）

となった。 

食材価格の高騰などによって売上原価が前

年同期に比べて 19.7％増となり、売上原価率も

30.2％（同 28.6％）に上昇。販管費においては、

対売上高比率が 63.9％（同 64.3％）に低下した

ものの、「給与及び手当」が 16.6％増となるな

ど人件費が拡大。売上高の増加に対し営業利益

が減益となり、売上高営業利益率も 5.9％（同

7.1％）に低下した。中間純利益については税金

費用の減少によって微増益となった。 

今中間期は 2 ケタ増収ながら減益に 

 

食材価格の高騰等で売上原価及び原価率が上昇 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 
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期末の店舗数の推移

ラーメン魁力屋（直営店）

ラーメン魁力屋（FC加盟店等）

その他

主力事業であるラーメン魁力屋の既存店にお

いて、今期に入ってからの売上高、客数及び客単

価の月次動向では、客数については前年同月を

若干下回る月もあったが、売上高及び客単価は

前年同月を上回って推移した。なお、下半期に入

って客数は 7 月が前年同月比横ばい、8 月が

2.7％増、9 月が 1.9％減で、売上高は 7 月が 2.2％

増、8 月が 5.4％増、9 月が 0.2％増となっている

（9 月は速報ベース）。 

また、この中間期における新規出店は 5 店（う

ち、直営 3 店、FC 加盟店等 2 店）で、当期末の

ラーメン魁力屋は 156 店（うち直営 115 店、FC

加盟店等 41 店）、中食事業等 10 店の合計 166 店

となり、前期末から 5 店増となった。 
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25 年 12 月期の通期業績については、25 年 2

月 14 日付けの会社側発表値から変更はない。売

上高 140 億円（前期比 14％増）、営業利益 10 億

円（同 16％増）、経常利益 10 億円（同 14％増）、

当期純利益 6 億 2,000 万円（同 16％増）の見通

しで、今期の既存店売上は前期比 5％増を見込

んでいる。期中に 24 店（直営店 12 店、FC 加

盟店等 12 店）の新規出店を計画しており、期末

の店舗数は合計で 185 店となる見込み。営業利

益の増益見通しについて会社側は「原材料価格

の高止まりや人件費の上昇など懸念材料はある

ものの、価格改定の検討や店内オペレーション

の改善などによる生産性向上を進め、前年を上

回る見込み」としている。 

なお、「肉そばけいすけ」などを展開するグラ

ンキュージーヌの子会社化や、台湾での魁力屋

1 号店出店に伴い、下半期より連結決算に移行

する予定。 

既存店が堅調に推移、新規出店も寄与 

今期通期は増収増益見通し、営業利益 10 億円へ 
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ラーメン店「魁力屋」直営既存店の月次推移

（前年同月比）
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